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わかば通信 

社会福祉法人　能登福祉会 
TEL.0767-53-8700（代表）　FAX.0767-53-8715　URL：http://www.homewakaba.com

介護老人福祉施設　特別養護老人ホーム　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8701　FAX.0767-53-8715 

養護老人ホーム　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8702　FAX.0767-53-8716 

短期入所生活介護　特別養護老人ホーム　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8701　FAX.0767-53-8715 

居宅介護支援事業所　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8703　FAX.0767-53-8718 

訪問介護　ヘルパーステーション　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8704　FAX.0767-53-8718

〒926‐0014　石川県七尾市矢田町22号七株田12番地5

七尾市在宅介護支援センター　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8713　FAX.0767-53-8717 

通所介護　デイサービスセンター　あっとほーむイースト 
TEL.0767-53-6690　FAX.0767-53-6691 

通所介護　デイサービスセンター　あっとほーむウエスト 
TEL.0767-54-0477　FAX.0767-54-0551 

小規模多機能型居宅介護施設　あっとほーむコモド 
TEL.0767-59-1290　FAX.0767-59-1291

226959_わかばVOL.12  10.6.8  4:38 PM  ページ1



イーストのレクリエーション イーストのレクリエーション イーストのレクリエーション イーストのレクリエーション 

ウエストのレクリエーション ウエストのレクリエーション ウエストのレクリエーション 若葉（特養）のレクリエーション 若葉（特養）のレクリエーション 若葉（特養）のレクリエーション 若葉（特養）のレクリエーション 

コモドのレクリエーション コモドのレクリエーション コモドのレクリエーション 

　あっとほーむイーストに来所されてから帰宅されるまでの活動を大きく

分けると、個別レクリエーション、昼食、入浴、リハビリ体操、集団レクリ

エーションとなります。 

　その中から、今回は午前中に行う個別レクリエーションの様子をご紹介

します。個別レクリエーションの時間では、利用者さんのご希望をお聞き

しながら、みなさんがしたい事に取り組んで頂いています。 

　例えば、塗り絵、カラオケ、百人一首、書写、編み物、読書の他、ボランティ

アさんによる絵手紙や習字、そして将棋・囲碁などがあります。また、様々

な作品作りにも取り組んで頂いており、今までにはっぴ、パッチワーク、ち

ぎり絵やクリスマスのリース、だるまなどを作成し、現在も、卵の殻を使っ

た貼り絵、フクロウやくまの人形、ひなまつりにちなんだ飾りなど新しい

ものにも取り組んでおります。作ったものは、施設内やイースト祭りにて

展示しています。 

　作品作りには時間を要しますが、利用者

さんは出来上がっていく作品を大変楽

しみにされています。なかには、「自分

が頼りにされているようで嬉しい。」と

話される方もいます。利用者さんがそ

れぞれ楽しんで頂けるレクリエーション

をこれからも考えていきたいと思います。 

　藤井そのいさんはとても手先が器用な方で編み物が大好きです。今作成中

なのは、食器などを洗うときに使用するスポンジ代わりのものです。一生懸

命に編んでいらっしゃるときはすごい集中力です。がんばって完成させてく

ださいね。 

　中下勢枝さんは食事に使用するおしぼりやエプロンをたたんでくださっ

ています。進んでお手伝いをしてくださり、

職員一同感謝しております。 

　林しず子さんは、ビーズですだれを作っていま

す。週に２回、２時間ずつ図案を見ながら糸を通

して作成していきます。とても細かい作業ですが、

少しずつ作業し、約11ケ月かけて完成しました。

作品と一緒にチーズ！ 

　岩池輝郎さんは、写経や水墨画を書くことがお

好きで、職員に絵をプレゼントしたりしてくださ

います。 

　今回は、松尾芭蕉の「奥の細道」を書いていらっ

しゃいました。 

　利用者さんの「やりたい・挑戦したい」という

気持ちがかなえられるように、心のこもったケア

をこころがけたいと思います。 

エ ーション 
 活動 

会 各施設の　 
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　あっとほーむコモドでは、今回和太鼓を使って

レクリエーションをしました。川口正則さんは、昔祭

りで叩いていたそうで、そのことを思い出しながら、今にも踊

り出しそうな音を響かせていました。 

　この日は、柳浦美津子さんのご家族の方に、自家製白菜を使った「朝

鮮漬け」を教えて頂きました。作り方はにんにく、りんご、玉ねぎ、

人参、塩鮭、ゆず、トウガラシを細かく切ったものを、塩漬けした白

菜に一枚ずつ挟み込んで丸め、容器に入れて石を乗せて10日間じっ

と待ちます。 

　他の利用者さんも一緒に白菜に具を入れて挟み、巻いていきました。 

　11日目に開けて

みると、にんにくの

なんともいえない

香りが漂いました。

　 

　コモドの昼食に並び、利用者さんも職員もおいしく頂きま

した。 

イーストのレクリエーション イーストのレクリエーション イーストのレクリエーション 

ウエストのレクリエーション ウエストのレクリエーション ウエストのレクリエーション ウエストのレクリエーション 若葉（特養）のレクリエーション 若葉（特養）のレクリエーション 若葉（特養）のレクリエーション 

コモドのレクリエーション コモドのレクリエーション コモドのレクリエーション コモドのレクリエーション 

　ウエストでは朝のあいさつ後、　利用者さんに手作業を行って頂

く時間を設けています。毎月のカレンダー作りや、ちぎり絵の制作、

塗り絵・計算問題等の脳トレなどに取り組んで頂いています。また、

カラオケの好きな方には、この時間を利用して、歌って頂いてい

ます。 

　午後からは、機能訓練チームと健康体操チームに分かれて

下肢筋力・握力低下予防に努めています。利用者さんは、意欲

的に励んでおられます。体操後は、自由活動の時間となり、そ

の日に応じて色々なゲームを行っています。 

　帰りの会では、その月の誕生日の方のお誕生会をしたり、

毎月の歌を歌ったりと、利用者さんに楽しんで頂けるよう日々

工夫しています。 

　これからも利用者さんの希望を

聞きながら、楽しい時間になるよう

に努めたいと思います。 

レクリエ 
　＆ 

能登福祉会 各
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流行語でわかる 

懐かしいあの時代
 

○○ミニ知識！！ 

1960年（昭和35年）

私は嘘は申しません（池田首相）
総選挙に望む自民党のテレビCMで
使われた。

1961年（昭和36年）

地球は青かった（ガガーリン少佐）
人類初の宇宙飛行士ガガーリン少佐
が帰還後に「空はとても暗かったが、
地球は青かった」と語った。

1962年（昭和37年）

孤独との戦い（堀江健一）
太平洋をヨット単独横断し、アメリ
カに到着して言った言葉。

わかっちゃいるけどやめられない
（植木等）

「スーダラ」節の歌詞から

1963年（昭和38年）

TPO
時（time）、場所（place）、場合
（ocasion）の頭文字をとって、服装
の選択や行動の基準となる３つの
要素。

三ちゃん農業
出稼ぎで働き手を失った農村では、
労働力はじいちゃん、ばあちゃん、
かあちゃんの手に委ねられた。こう
した農業の状態を評した言葉。

1964年（昭和39年）

おれについてこい
（女子バレー大松監督）

1962年の世界選手権優勝までの軌
跡を綴った本のタイトル。

1965年（昭和40年）

シュワッチ（ウルトラマン）
TV番組「ウルトラマン」で戦い終えた
ウルトラマンが飛び立つ時の掛け声。

スモッグ（smog）
Smoke（煙）とFog（霧）の合成語。
石炭・石油の大量消費によって大都
会や工場地で生じる煙霧

1966年（昭和41年）

こまっちゃうな（山本リンダ）
16歳でデビューし、「こまっちゃう
な」がヒット。舌たらずの歌い方で人
気を集めた。

1967年（昭和42年）

非核三原則
自民党が「核兵器を作らず、持たず、
持込まず」の非核三原則を含む「核政
策の基本方針」をまとめた。

1968年（昭和43年）

五月病
合格の喜びも薄れ始めた５月の連休
明け頃から多くなる大学新入生の無
気力状態をいう。

1969年（昭和44年）

あっとおどろくタメゴロー
（ハナ肇）

TV番組「巨泉・前武ゲバゲバ90分」
で言った言葉。

1970年（昭和45年）

三無主義
無気力・無関心・無責任のことで当
時の若者を表す言葉。

このコーナーは、その時代その世代に流行った言葉、話題
発言などを通じ、皆様にその当時のことを思い出し、思い
出にタイムスリップして頂くコーナーです。おなじみのフ
レーズもありますね。

1960（昭和35年）～1970年（昭和45年）シリーズ４

回想法は認知症ケアの一つです。過去の懐かしい思い

出を語り合い、話すことで、人生を振り返り、仲間づく

りや、自己の価値を見い出すことにつながります。

回想法を提唱したのは1963年、アメリカの精神科医ロ

バート・バドラー氏です。それまでは過去を振り返る行

為は現実逃避的であり、治療の妨げになるという考え方

が一般的でした。バドラー氏は高齢者が思い出について

語る行為は、意味があるものだと考えました。

回想法の手法には、歴史や、道具・映画や音楽を使う

ことがあります。今回は昔の道具を資料にする回想法を

ご紹介します。

洗濯板などの古い生活用具やお手玉などのおもちゃを

実際に触れてみたり、写真を見せて、「これはどんな風に

使っていたのですか？」と尋ね、実演して頂いたりするこ

とで、同じ思いを持っている人たちと語り合い、分かち

合い、記憶を呼び起こす効果が期待さ

れます。

養護老人ホームあっとほーむ若葉で

はこのような写真を利用者さんにお渡

しし、昔話をしていただいています。

ただし、過去の記憶によって傷つい

ている方もいらっしゃるので、その方

の過去や状態に合わせる配慮が必要

です。

自宅にある古い写真などを利用すれ

ば昔のことが思い出しやすくなり、家

族同士でも気軽に回想することが出来

ます。

ご家庭でも取り組めるので、ぜひ昔の写真を探して、

思い出話に花を咲かせてみてはいかがでしょうか。

皆さんは、友人や家族と「あのときこんな
ことあったねぇ」と昔話で盛り上がったりす
ることはありませんか？

介護「回想法」

シリーズ４

洗濯板

炭火アイロン

かまど
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音
楽
療
法
に
つ
い
て 
音
楽
療
法
に
つ
い
て 

M
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y

今
回
は
、
あ
っ
と
ほ
ー
む
若
葉

で
音
楽
療
法
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
、
音
楽
療
法
士
　
冨
田
恵
子

先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

1
ま
ず
、
音
楽
療
法
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

音
楽
療
法
と
は
、
音
楽
の
持
つ

生
理
的
・
心
理
的
・
社
会
的
働
き

を
用
い
て
心
身
の
障
害
の
回
復
、

機
能
の
維
持
改
善
、
生
活
の
質
の

向
上
、
行
動
の
変
容
な
ど
に
む
け

て
、
音
楽
を
意
図
的
、
計
画
的
に

使
用
す
る
こ
と
で
す
。

（
日
本
音
楽
療
法
学
会
定
義
）

2

音
楽
療
法
士
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

音
大
４
年
の
時
、
卒
業
後
の
進

路
を
考
え
て
い
た
と
き
に
授
業
で

ア
メ
リ
カ
の
障
害
者
へ
の
音
楽
療

法
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
「
こ
れ

だ
！
」と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て

音
大
卒
業
後
、
音
楽
療
法
の
専
門

学
校
に
入
学
し
、
本
格
的
に
勉
強

を
始
め
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で

は
、
週
２
回
の
施
設
実
習
が
あ
り
、

１
年
次
は
２
年
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
、
２
年
次
は
自
分
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
ん
で
実
習
し
ま
し
た
。

3
こ
の
お
仕
事
を
さ
れ
る
上
で

苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ま
ず
、
あ
ま
り「
音
楽
療
法
士
」

が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
音
楽
療
法
士
は
国
家
資
格
で

は
な
い
の
で
、
一
般
の
方
々
は
ま

だ
知
ら
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
あ
と
、
音
楽
療
法
士
は
加

算
が
つ
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
就
職

先
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
と
て
も
厳

し
い
こ
と
で
す
。

4
お
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
な
ぁ

と
感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

音
楽
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
れ

て
い
る
姿
を
見
た
と
き
で
す
。

利
用
者
さ
ん
の
表
情
の
変
化
な

ど
少
し
で
も
変
化
が
見
ら
れ
た
と

き
に
と
て
も
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

5
音
楽
療
法
の
効
果
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

音
楽
を
刺
激
と
し
た
自
主
性
の

向
上
や
、
音
楽
を
媒
体
に
す
る
こ

と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

増
幅
が
し
や
す
く
な
り
、
認
知
症

の
予
防
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
歌
唱
す
る
こ
と
に
よ
る
肺

機
能
の
維
持
、
口
腔
機
能
訓
練
に

つ
な
が
り
ま
す
。
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
よ
る
身
体
の
緩
和

が
期
待
で
き
ま
す
。

6
音
楽
療
法
の
利
点
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
安
心
、

安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
す
。

7
あ
っ
と
ほ
ー
む
若
葉
の
利
用

者
さ
ん
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

集
団
で
行
う
場
合
は
、
み
ん
な

が
知
っ
て
い
る
歌
を
歌
い
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
手
を
た
た
い
た
り
、

打
楽
器
で
演
奏
し
た
り
し
て
体
を

動
か
し
ま
す
。

個
人
の
場
合
は
、
そ
の
方
と
お

話
を
し
て
、
よ
く
話
さ
れ
て
い
る

時
代
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
思
い
出

の
曲
を
弾
い
た
り
、
リ
ズ
ム
を
刻

む
楽
器
を
た
た
い
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
人
に
よ
っ
て
歌
の
思
い
出
が

違
う
の
で
、
そ
の
曲
に
よ
っ
て
利

用
者
さ
ん
の
気
持
ち
が
沈
ん
で
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
選
曲
に
は
利

用
者
さ
ん
に
確
認
す
る
な
ど
、
十

分
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

8
約
１
年
あ
っ
と
ほ
ー
む
若
葉
で

音
楽
療
法
を
さ
れ
て
感
じ
た
こ
と
、

気
づ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

利
用
者
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て
頂

い
た
こ
と
で
す
。
あ
っ
と
ほ
ー
む

若
葉
の
利
用
者
さ
ん
は
お
話
好
き

な
方
が
多
い
で
す
。
昔
あ
っ
た
こ

と
や
、
今
の
こ
と
ま
で
す
ご
く
話

し
て
く
れ
ま
す
。

あ
と
施
設
長
に
半
年
ほ
ど
手

伝
っ
て
い
た
だ
き
、
気
持
ち
に
余

裕
が
で
き
て
、
前
よ
り
も
利
用
者

さ
ん
の
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

9
私
た
ち
に
も
で
き
る
音
楽
の

活
用
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
好
き
な
曲
に
合
わ
せ
て

ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
、
呼
吸
を

整
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
に
合
っ
た
テ
ン

ポ
・
リ
ズ
ム
を
見
つ
け
る
と
さ
ら

に
効
果
的
で
す
。

0
最
後
に
、
音
楽
療
法
の
こ
れ

か
ら
と
し
て
、
冨
田
先
生
の
目

標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
者
さ
ん
が
も
っ
と
積
極
的

に
前
に
出
て
く
れ
る
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

能
登
に
は
、
音
楽
療
法
士
が
数

名
し
か
い
な
い
の
で
、
も
っ
と

も
っ
と
こ
の
仕
事
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

お
忙
し
い
中
、
取
材
を
快
く
引

き
受
け
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

音
楽
療
法
以
外
で
も
先
生
と
の

話
が
盛
り
上
が
り
、
楽
し
く
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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創立十周年を迎えました 
平成12年に創立した能登福祉会は、３月29日に10
周年を迎えました。
この節目を記念し、中能登町にあるカルチャーセン
ター飛翔にて、記念式典を開催し、日頃お世話になっ
ている方々、協力業者の職員、長く勤務された退職者
の皆さまと共に10周年をお祝いしました。
また式典に先立ち、記念講演とし関西福祉科学大学
社会福祉学部社会福祉学科准教授である都村尚子氏に
「バリデーションへの誘い」をテーマに講演していただ
きました。講演には一般の方も沢山聞きに来て下さい
ました。
「バリデーション」とは、認知症における精神的ケア

を重要視し、コミュニ
ケーションを通して感
情レベルに訴える方法
論で、聴講された方か
らは多くの共感の声が
聞かれました。
10年を迎えることができましたのも、平素よりお世
話になっている多くの皆様のご支援あってのことと、
心より御礼申し上げます。
これからも研鑽を積み重ね、地域の皆さまに信頼さ
れるよう職員が一丸となり、より良いサービス提供に
努めてまいります。

利
用
者
さ
ん
に「
少
し
で
も
健
康
で

安
全
に
お
食
事
を
食
べ
て
頂
こ
う
。」と

取
り
組
ん
で
い
る
「
摂
食
・
嚥
下
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」で
、
摂
食
・
嚥
下
・

口
腔
ケ
ア
に
関
し
て
ご
指
導
を
頂
い
て

い
る
長
谷
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

公
立
能
登
総
合
病
院
歯
科
口
腔
外
科

医
長
　
長
谷
　
剛
志
氏

口
腔
外
科
は
口
の
中
に
で
き
た
癌
な

ど
の
病
気
や
顎
の
骨
折
な
ど
を
治
療
し
、

口
か
ら
人
体
の
健
康
を
守
る
分
野
で
す
。

人
間
に
と
っ
て
口
か
ら
食
物
を
食
べ
る

行
為
は
日
々
の
楽
し
み
で
あ
り
、
生
き

甲
斐
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
口
の
病
気
で
、
こ
れ
が

出
来
な
く
な
っ
た
時
、
皆
さ
ん
は
ど
う

考
え
る
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
何
ら
か
の
原
因
で
口
か
ら
食

べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
胃

瘻（
い
ろ
う
）な
ど
経
管
栄
養
を
施
行
す

る
こ
と
で
栄
養
の
確
保
は
一
先
ず
可
能

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
味
覚
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
咀
嚼

そ
し
ゃ
く

に

よ
り
食
感
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ず
、

口
か
ら
食
べ
る
悦
び
や
満
足
感
は
全
く

得
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
で
き
る

だ
け
口
か
ら
お
い
し
く
食
べ
る
機
能
を

回
復
・
改
善
す
る
こ
と
を
追
求
し
、

日
々
の
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

摂
食
・
嚥
下
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

導
入
後
の
施
設
の
変
化

現
在
、
毎
月
１
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
あ
っ
と
ほ
ー
む
若
葉
」
の
嚥
下
診
療
と

ス
タ
ッ
フ
勉
強
会
を
行
う
た
め
に
訪
問

し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
は
あ
り
ま
す
が
、

訪
問
診
療
の
た
び
に「
摂
食
・
嚥
下
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
利

用
者
の
方
の
食
事
介
助
に
対
す
る
悩
み

や
口
腔
ケ
ア
で
の
問
題
点
に
つ
い
て
尽

き
る
こ
と
な
く
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
日
々
の
介
護
・
ケ
ア
に
対
す
る
職

員
の
熱
心
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
に
よ
っ

て
口
腔
ケ
ア
・
嚥
下
障
害
に
対
す
る
意

識
改
革
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
気
付
か

な
か
っ
た
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
兆
候
を

見
逃
さ
な
い
職
員
の
注
意
力
や
観
察
力

は
格
段
に
向
上
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

日
に
日
に
利
用
者
さ
ん
の
口
の
中
は
き

れ
い
に
な
り
、
全
体
と
し
て
誤
嚥
性
肺

炎
も
減
少
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
嚥
下
内
視
鏡
検
査
の
導
入
に

よ
っ
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
安
全
で
一
人
一
人
に
適
し
た
食
事

介
助
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
、
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ご
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
へ
の

口
腔
ケ
ア
の
ア
ド
バ
イ
ス

口
腔
ケ
ア
を
行
う
際
に
最
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
口
の
中
が
唾
液
で
潤
っ

て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
間
は
通
常
、
１
〜
1.5
Ｌ/

日
の
唾
液

を
分
泌
し
、
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て

い
ま
す
が
、
唾
液
の
量
が
少
な
く
、
口

の
中
が
乾
燥
す
る
と
菌
が
繁
殖
し
て
誤

嚥
性
肺
炎
を
起
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

乾
燥
が
あ
る
場
合
は
歯
磨
き
の
後
や

就
寝
前
に
保
湿
剤
と
い
っ
て
唾
液
の
代

わ
り
に
な
る
薬
を
口
の
中
に
塗
布
す
る

口腔ケアの 
について 

公立能登
総合病院

 

長谷先生
より 
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こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
う
が
い
が
で

き
な
い
方
は
歯
ブ
ラ
シ
に
保
湿
剤
を
付

け
て
歯
磨
き
を
行
い
、
そ
の
後
、
ガ
ー

ゼ
で
汚
染
物
を
回
収
す
る
や
り
方
が
あ

り
ま
す
。

そ
し
て
、
歯
以
外
に
も
舌
や
歯
肉
を

清
掃
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
１
本
も
歯

が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
口
腔
ケ
ア
を
し

な
く
て
よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

保
湿
剤
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
認
知
症
で
な
か
な
か
口
を
開
け

て
く
れ
な
い
方
に
は
、
は
ち
み
つ
ミ
ン

ト
味
で
、
消
毒
効
果
も
あ
る「
リ
フ
レ
ケ

ア
Ｈ（
イ
ー
エ
ヌ
大
塚
製
薬
）」が
お
勧
め

で
す
。

ま
た
、
入
れ
歯
を
装
着
し
て
い
る
方

は
就
寝
時
に
必
ず
外
し
て
清
掃
し
て
く

だ
さ
い
。
入
れ
歯
の
内
面
に
は
カ
ン
ジ

ダ
菌
が
繁
殖
し
や
す
く
、
こ
れ
も
誤
嚥

性
肺
炎
の
原
因
に
な
る
た
め
で
す
。

一
方
、
自
分
で
歯
ブ
ラ
シ
を
出
来
る

方
で
も
歯
磨
き
の
後
、
口
の
中
に
不
快

感
が
残
る
場
合
は
う
が
い
薬
の
使
用
が

望
ま
し
い
で
す
。
た
だ
し
、
口
内
炎
や

口
腔
乾
燥
が
あ
る
場
合
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
成
分
を
含
ま
な
い
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

タ
イ
プ
の
う
が
い
薬
を
使
用
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

ご
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
へ

摂
食
・
嚥
下
に
関
す
る
ケ
ア
の
ア
ド
バ
イ
ス

摂
食
・
嚥
下
機
能
は
要
介
護
度
の
重

度
化
と
と
も
に
そ
の
機
能
が
悪
化
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
認

知
症
の
方
は
、
早
食
い
、
食
物
を
口
の

中
に
ど
ん
ど
ん
詰
め
込
む
こ
と
で
、
咳

や
ム
セ
、
窒
息
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
で
食
事
介
助
す
る
側
も

「
た
く
さ
ん
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
一

心
で
、
つ
い
一
口
量
を
多
く
詰
め
込
ん

で
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
、
食
物
を
口
に

運
ぶ
ペ
ー
ス
も
速
く
な
り
が
ち
で
す
。

食
事
内
容
の
工
夫（
と
ろ
み
調
整
な
ど
）

も
大
切
で
す
が
、
量
と
ペ
ー
ス
配
分
を

守
り
、「
食
事
動
作
」が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
よ
う
小
ま
め
に
声
掛
け
を
す
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
食
食
べ
に

な
ら
な
い
よ
う
交
互
に
食
事
介
助（
交

互
嚥
下
）し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
食

事
介
助
終
了
後
は
口
の
中
に
食
物
が

残
っ
て
い
な
い
か
必
ず
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

「
長
寿
」だ
け
で
な
く
「
生
き
る
質
」

が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
最

期
ま
で
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

「
食
べ
る
機
能
の
回
復
」が
注
目
さ
れ
て

き
た
の
で
す
。

 摂食・嚥下・ 
 サポート 

え ん げ  

誤嚥性肺炎を予防するには…？ 

口腔内細菌の 
増殖 

誤　嚥 

免疫力の低下 
口の中を 
きれいに 

とろみ付け 
嚥下訓練　 

栄養改善 
筋力トレーニング 

食
事
介
助
の
ポ
イ
ン
ト

①
姿
勢
を
正
す

②
食
事
内
容
の
説
明（
声
か
け
）を

す
る

③
最
初
の
一
口
目
は
水
分
の
あ
る

も
の
を
飲
ん
で
も
ら
う

④
食
後
は
で
き
る
だ
け
座
位
を
保
つ

（
30
分
程
度
）

第３段 第５段 

今回のわんこはあっとほーむ若葉大河寿施設長の
愛犬「ロビン君」です。

☆施設長からロビン君へのメッセージ☆
これからも元気で私たちに癒しを与えてほしいです。

それとダイエットがんばろうね！！

ドラムセットの上に乗り…

ロビン君の好きな食べ物は、ヨーグルトとジャーキーです。
ヨーグルトを奥様が食べていると、ウルウルの目で「ちょう
だいアピール」をするそうです。

施設長の奥様以外の人に、抱っこされたりするのが
いやです。（施設長はやきもちを焼いています）

決まってるでしょ！ 
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さ
わ
や
か
な
風
が
香
り
、

穏
や
か
で
過
ご
し
や
す
い
季

節
で
す
ね
。

今
回
の
わ
か
ば
通
信
12
号

は
、
利
用
者
さ
ん
が
日
々
過

ご
し
て
い
る
様
子
や
、
い
つ

も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
の
紹
介
を
中
心
に
構
成

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
能
登

福
祉
会
の
情
報
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
い
記

事
作
成
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。＊

広
報
委
員
＊

小
山
　
真
季

今
田
　
京
子

山
本
　
哲
久

大
森
　
妙
子

高
橋
　
弥
鈴

谷
　
　
　
希

宮
嶋
　
　
諒

坂
野
　
央
子

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

後

記

編

集

ご
寄
付
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
ご
意
見
箱
よ
り
》

介
護
の
や
り
方
に
は
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。
居
室
の
テ
レ
ビ
・
棚
・

洗
面
な
ど
も
う
少
し
き
れ
い
に
し
て

ほ
し
い
。

﹇
改
善
結
果
﹈

清
掃
状
況
の
再
点
検
を
行
い
ま
し

た
。
き
れ
い
で
過
ご
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

《
ご
家
族
よ
り
》

軟
膏
を
病
院
か
ら
処
方
さ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
軟
膏
が
減
っ
て

い
な
い
。
塗
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

﹇
改
善
結
果
﹈

ご
家
族
に
、
軟
膏
を
塗
布
し
て
い

な
か
っ
た
事
を
お
詫
び
し
、
今
後
は

チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
成
し
、
対
応
し
て

い
く
こ
と
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

《
ご
意
見
箱
よ
り
》

面
会
に
行
っ
た
際
、
多
目
的
ホ
ー

ル
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
置
い
て
あ
っ
た
。

利
用
者
さ
ん
や
外
部
の
方
も
い
る
の

で
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

﹇
改
善
結
果
﹈

行
事
で
使
用
す
る
備
品
の
保
管
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
さ
ん
や
外
部
の

方
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
に
置
き
、
当

日
に
出
し
て
準
備
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

《
ご
家
族
よ
り
》

本
人
が「
あ
る
職
員
か
ら
入
浴
時
に

汚
い
洋
服
を
着
て
い
て
困
る
」と
言
わ

れ
た
と
怒
っ
て
い
た
。
本
人
は
認
知

症
も
あ
る
の
で
本
当
か
ど
う
か
確
認

し
た
い
。

﹇
改
善
結
果
﹈

洋
服
の
着
替
え
を
す
る
時
に「
汚
れ

て
き
た
な
い
か
ら
着
替
え
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
声
か
け
を
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
利
用
者
さ
ん
と
ご
家
族
に
大
変

不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
お
詫
び
し
、
今
後
は
利
用
者

さ
ん
に
対
し
て
失
礼
に
あ
た
る
言
葉

は
慎
み
、
配
慮
し
た
言
葉
遣
い
を
す

る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

《
担
当
ケ
ア
マ
ネ
よ
り
》

ご
家
族
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
本
人

が
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
と
言
っ
た
時

に
職
員
か
ら「
５
分
前
に
行
っ
た
所
だ

か
ら
我
慢
し
て
」と
言
わ
れ
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
に
行
く
の
を
嫌
が
っ
て
い

る
。
本
人
が
気
に
す
る
よ
う
な
言
葉

か
け
は
避
け
て
ほ
し
い
。

﹇
改
善
結
果
﹈

ご
家
族
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
お
詫
び
し
、
利
用
者
さ
ん
に

は
、
利
用
時
に
対
応
し
た
職
員
と
と

も
に
お
詫
び
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
職
員
の
接
遇
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳

志
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
西
　
田
　
訓
　
理
様

・
中
　
野
　
　
　
弘
様

・
脇
　
内
　
弘
　
志
様

・
沢
　
味
　
寿
　
一
様

・
北
　
川
　
美
恵
子
様

・
Ｊ
Ａ
能
登
わ
か
ば
女
性
部
様

・
エ
ナ
ジ
ー
若
葉

様

・
大
　
森
　
カ
　
ズ
様

そ
の
ほ
か
、
多
く
の
方
々
か
ら

タ
オ
ル
の
寄
贈
を
賜
り
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
の
為
に
な
る
よ

う
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
善
意
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
順
不
同
）

＊
歌
・
演
奏
・
踊
り
＊

・
い
き
い
き
一
座

様

・
扇

　

の

　

会

様

・
鹿

島

日

舞

会

様

・
城

山

民

謡

会

様

・
新

　

友

　

会

様

・
青

柏

民

謡

会

様

・
せ

せ

ら

ぎ

会

様

・
七

尾

民

謡

会

様

・
東
湊
小
学
校
３
年
生
様

・
み

そ

ぎ

会

様

・
よ
つ
ば
保
育
園

様

・
和
倉
公
民
館
大
正
琴
様

・
石
　
崎
　
　
　
隆
様

・
大
　
水
　
　
　
清
様

＊
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＊

・
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会
様

＊
漁
師
鍋
＊

・
鹿

渡

島

定

置

様

＊
ふ
れ
あ
い
＊

・
ド
ラ
ゴ
ン
ゲ
ー
ト

様

＊
裁
縫
・
シ
ー
ツ
交
換
＊

・
エ
ナ
ジ
ー
若
葉

様

・
大
　
谷
　
美
智
子

様

＊
お
化
粧
＊

・
多
　
幡
　
千
　
尋

様

＊
傾
　
聴
＊

・
飯
　
田
　
真
理
子

様

＊
囲
碁
・
将
棋
＊

・
加
　
藤
　
外
志
夫

様

・
高
　
松
　
　
　
昇

様

＊
整
容
・
整
頓
＊

・
福
　
田
　
惠
　
子

様

＊
絵
手
紙
・
習
字
＊

・
山
　
本
　
由
紀
子

様（
順
不
同
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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